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Introduction - 自己紹介
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2025年1月 広島AIラボ着任



Context - 背景

技術も課題も変化が激しく不安定な中でのAI活用への道筋は？ ⇒

やりたいのに動けない

県庁職員のジレンマ

デジタルツール導入も活用しきれていない

現場では日々新たな課題に遭遇

AI活用の期待はあるが、予算確保、手続

き、ポリシー、部署間調整などの障壁

「やりたいことはあるが、具体的なアクシ

ョンを起こしづらい」

県庁内各局ヒアリングより

生成AI登場による

技術のパラダイムシフト

2022年末ChatGPT登場以降急成長するAI

働き方や業務の在り方そのものを変革する

ポテンシャル

出力に揺らぎがあり試さないとわからない

進化のスピードが速く、新技術も数ヶ月で

陳腐化



Hypothesis - 仮説

小さく素早く試し、

フィードバックを得て、

改善を繰り返すサイクル

こそが有効ではないか？

行政における生成AI活用の道筋を立てるには…



Approach - 検証方法

構築

評価

学習

フィードバック

仮説

プロトタイプ

プロトタイプを用いた

概念実証（PoC）を

繰り返し実施

課題に対して適切な解決策

を段階的に見出していく

代表的な3つの「やってみた」 ⇒

PoC : Proof of Concept



Project 1 - 県庁音声窓口AIアプリケーション（2025/2〜4）

プロトタイプ開発に手応え ⇒

背景

個別のAI技術は調査・検証済

　　⇒実務応用とプロトタイプ構築の経験不足

仮説

個別のAI技術を組み合わせることで

　   複雑なことも実現できるのでは？

AIによる開発支援を受ければ

　   プロトタイプ開発出来るのでは？

構築

「県庁音声窓口AIアプリケーション」

評価

組み合わせによる課題解決の可能性を実証

AI支援によるプロトタイプ開発可能性を実証

AIアプリ構築の勘所（指示の出し方等）を把握



Project 2 - データ利活用AIチャットボット（2025/5〜9）

AIが扱いづらい/扱いやすいデータ形式？ ⇒

背景
県庁内のデータ利活用に関する現実の課題
 Agentic AIのトレンド

仮説
AIが扱いやすいデータ形式があるのでは？
データ利活用Agentic AIアプリがあれば

　  専門知識不要で高度なデータ分析できる？
　  ⇒現実の課題解決に繋がりうる？

構築
「データ利活用AIチャットボット」

評価
AIが扱いやすいデータ形式の実証
現実の課題への適用可能性の実証
Agentic AIの実践的ナレッジ獲得



Project 2 - 県庁内の実際のデータ形式の例：国勢調査データ（Excelファイル）

Source : https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/toukei/kokuseityosa.html



Project 2 - 参考：第一回（1920年）国勢調査報告書

Source : https://www.stat.go.jp/museum/toukei150/shiryo/shiryo40.html



Project 2 - AIが扱いやすいデータ形式の例（SQLによる集計可能なテーブル形式）



Project 2 - Demo

※AI思考中は16倍速に加工



Project 2 - データ利活用AIチャットボット（2025/5〜9）

実際の課題への活用に手応え ⇒

背景
県庁内のデータ利活用の課題
 Agentic AIのトレンド

仮説
AIが扱いやすいデータ形式があるのでは？
データ利活用Agentic AIアプリがあれば

　   専門知識不要で高度なデータ分析できる？
　    ⇒現実の課題解決に繋がりうる？

実践
「データ利活用AIチャットボット」

評価
AIが扱いやすいデータ形式の実証
現実の課題への適用可能性の実証
Agentic AIの実践的ナレッジ獲得



Project 3 - AIアプリ開発プラットフォーム導入（2025/10〜進行中）

実際どんな感じ? ⇒

背景

AI活用の肝はAIへの指示（プロンプト）

現場主導で指示を試行錯誤できる環境が重要

「Dify」活用の可能性模索

ノーコードAIアプリ構築プラットフォーム

現在の取り組み

段階的アプローチを実践中

外部ベンダーに頼らずAIラボ自ら検証環境構築

実務を想定したアプリ構築を行い有効性評価

例）答弁案作成アプリ

今後の取り組み

引き続き段階的アプローチを実践

臨機応変に修正しつつ適用範囲を徐々に拡張

県庁職員向けアプリ構築ワークショップ企画

現場主導でアプリ構築・活用できる体制の構築へ



Project 3 - 「Dify」AIアプリ構築画面イメージ



※AI思考中は16倍速に加工

Project 3 - Demo



Project 3 - AIアプリ開発プラットフォーム導入（2025/10〜進行中）

実際にやってみて… ⇒

背景

AI活用の肝はAIへの指示（プロンプト）

現場主導で指示を試行錯誤できる環境が重要

「Dify」活用の可能性模索

ノーコードAIアプリ構築プラットフォーム

現在の取り組み

段階的アプローチを実践中

外部ベンダーに頼らずAIラボ自ら検証環境構築

実務を想定したアプリ構築を行い有効性評価

例）答弁案作成アプリ

今後の取り組み

引き続き段階的アプローチを実践

臨機応変に修正しつつ適用範囲を徐々に拡張

県庁職員向けアプリ構築ワークショップ企画

現場主導でアプリ構築・活用できる体制の構築へ



小さく素早く試し、
フィードバックを得て、
改善を繰り返すサイクル
こそが有効ではないか？

Findings - 成果と学び

行政における生成AI活用の道筋を立てるには…



Findings - 成果と学び

小さく素早く試し、
フィードバックを得て、
改善を繰り返すサイクル
こそが有効ではないか？

⇒ ✔ 有効！

この学びを活かすためには ⇒

行政における生成AI活用の道筋を立てるには…



Way Forward - 今後進むべき道

これらを可能とするプロセス・制度の見直し

県庁「内部」で主体的にAI活用推進できる体制へ

「やってみる」を組織全体の標準的な行動様式へ



Way Forward - 今後進むべき道

プロセス・制度

組織・文化

体制・人材

試行を許容し奨励する組織文化の醸成

完璧な計画を立ててから動くのではなく「まず小さく試してみる」姿勢を評価

職員自らが主体的に手を動かし高速に試行錯誤できる体制の整備

新たな技術や取り組みに臆せずチャレンジする意欲をもった人材の発掘・育成

検証用途に限った調達・契約プロセスの簡素化

画一的な基準ではなく本質的なリスク評価に基づくセキュリティポリシー運用



変化の主体として

テクノロジーと共創する

新たな行政の姿へ



Thank you!

[EOF]


